
 

令和８年度 

さいたま市放課後児童対策推進委員会 委員名簿 

 

 （要綱掲載順・敬称略） 

 氏 名 所 属  ・  役 職 

委 員 上 野  茂 昭 埼玉大学 教育学部 准教授 

委 員 高 野  直 美 群馬パース大学 看護学部看護学科 講師 

委 員 森田  真紀子 
社会福祉法人 さいたま市社会福祉事業団 

児童課長 

委 員 駒木根  敦子 
特定非営利活動法人 

さいたま市学童保育の会 事務局次長 

委 員 波田野  晴一 さいたま市 民生委員児童委員協議会 理事 

委 員 髙 橋  麗 子 
さいたま市 民生委員児童委員協議会 

主任児童委員連絡会 副部会長 

委 員 豊 田  由 香 
さいたま市立小学校校長会  

（さいたま市立大宮別所小学校長） 

委 員 渡 部  秀 之 さいたま市 ＰＴＡ協議会 常任理事 

委 員 鵜 沢  勇 青少年育成さいたま市民会議 常任理事 

委 員 溝 口  誠 チャレンジスクール運営会議 会長 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



 

さいたま市放課後児童対策推進委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 さいたま市において、放課後対策事業の総合的な在り方を検討し、効率

的かつ円滑な実施を推し進めるため、さいたま市放課後児童対策推進委員会

（以下「推進委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 推進委員会は、次の事項について検討する。 

⑴ 放課後対策事業の実施方針 

⑵ 安全管理方策 

⑶ 広報活動方策 

⑷ 指導者研修の企画 

⑸ 事業実施後の検証・評価 

⑹ その他、放課後対策事業の実施に関し必要な事項 

（構成） 

第３条 推進委員会の委員は１５人以内とし、学識経験者及び別表に掲げる団体

が推薦する者をもって構成する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員が欠けた場合の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 推進委員会に委員長及び副委員長１人を置く。 

２ 委員長は、委員の互選により選出し、副委員長は、委員長が指名する。 

３ 委員長は、会務を総理し、推進委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理

する。 

５ 委員長及び副委員長の任期は、委員の任期中とする。 

（会議） 

第６条 推進委員会の会議は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

２ 委員長は、必要に応じて推進委員会に諮り、委員以外の出席を求めることが

できる。 

（庶務） 

第７条 推進委員会の庶務は、子育て未来部放課後児童課において処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 
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この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成１９年５月１８日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２４年１０月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

  附則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

  附則 

この要綱は、令和６年２月２７日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和８年４月１日から施行する。 

 

 

別表 （第３条関係） 

社会福祉法人さいたま市社会福祉事業団 

特定非営利活動法人さいたま市学童保育の会 

さいたま市民生委員児童委員協議会 

さいたま市民生委員児童委員協議会主任児童委員連絡会 

さいたま市立小学校校長会 

さいたま市ＰＴＡ協議会 

青少年育成さいたま市民会議 

さいたまチャレンジスクール運営会議 

 



 

 

さいたま市子ども・青少年のびのび希望（ゆめ）プランの進捗状況について 

 

１ 計画の位置づけと目標 

   第３期さいたま市子ども・青少年のびのび希望（ゆめ）プランにおける「子ども・子育て支援事業

計画」では、本市の放課後児童健全育成事業について、「量の見込み」や「確保方策」を設定し、達

成に向けて施策を推進している。 

 

⑴ 放課後児童クラブ・放課後子ども居場所事業（午後５時以降の利用区分のみ） 

小学校に就学している児童の保護者が、就労等により家庭にいない場合に、放課後等に家庭に代

わる生活の場を確保し、児童の健全な育成を図るとともに、保護者の仕事と子育ての両立を支援す

る事業。 

放課後児童クラブの待機児童の解消が喫緊の課題であることから、放課後子ども居場所事業と

民設放課後児童クラブの両事業により、放課後児童対策を実施し、利用を希望する全ての児童に安

全・安心な放課後の居場所を提供する。 

  ◆目標値（単位：人） 

年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

量の見込み 14,365 14,989 15,360 15,750 15,988 

確保方策 15,587 16,187 16,595 17,083 17,463 

 

⑵ 放課後児童健全育成事業とチャレンジスクールの校内交流型による実施 

希望するすべての就学児童が多様な体験・活動を行えるよう、放課後児童健全育成事業（放課後

児童クラブ又は放課後子ども居場所事業）とチャレンジスクールの校内交流型による実施を推進

する事業。 

  ◆目標値（単位：箇所） 

年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

確保方策 75 83 88 92 95 

 

２ 令和８年度の実績 

⑴ 放課後児童クラブ・放課後子ども居場所事業（午後５時以降の利用区分のみ） 

 〇 受入可能児童数 

目標：16,187人 

実績：16,057人（公設：2,705人、民設：11,262人、居場所事業：2,090人） 

  

⑵ 放課後児童健全育成事業とチャレンジスクールの校内交流型による実施 

 〇 実施箇所数 

   目標：83箇所 

実績：80箇所 
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３ 施策推進の効果（各年４月１日時点） 

 ⑴ 放課後児童クラブ・放課後子ども居場所事業施設数及び待機児童数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 受入定員増減の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 入室児童数の推移 
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令和８年度年度

公設

令和６年度 令和７年度令和４年度 令和５年度

-390

民設

0 0 -160

364 620 354328

居場所事業
（実施校数）

4 9

令和８年度

人数 増減

2,619 -566

9,942 141

2,090 997

14,651 572

増減 人数 増減 人数 増減
年度

人数 増減 人数

1,093 855238 238
居場所事業
（区分２）

638468 12,467 396 13,441 974 14,07912,071

9,801 248

合計

8,362 474 8,755 393 9,553 798

-62 3,185 -465

民設

3,709 -6 3,712 3 3,650公設

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度



 

 

放課後子ども居場所事業の実施状況等について 

 

１ 令和８年度新規導入校 
 

№ 区 学校 № 区 学校 № 区 学校 

１ 北 植竹小 ５ 桜 神田小 ９ 南 文蔵小 

２ 大宮 芝川小 ６ 桜 大久保小 10 緑 三室小 

３ 見沼 大砂土東小 ７ 浦和 上木崎小 11 緑 大門小 

４ 見沼 大和田小 ８ 浦和 本太小 12 岩槻 西原小 

 

２ 事業実施校の推移 
 

開始年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

実施校数 ４校 13校 25 校 

前年度比 ＋４校 ＋９校 ＋12校 

 

 ３ 令和８年度の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 

17時まで
③

(③／②)

19時まで
④

(④／②)

17時まで
⑥

(⑥／⑤)

19時まで
⑦

(⑦／⑤)

129人 63人 66人 77人 30人 47人

(20.2%) (48.8%) (51.2%) (59.7%) (39.0%) (61.0%)

209人 92人 117人 122人 43人 79人

(37.2%) (44.0%) (56.0%) (58.4%) (35.2%) (64.8%)

165人 63人 102人 98人 26人 72人

(22.9%) (38.2%) (61.8%) (59.4%) (26.5%) (73.5%)

129人 75人 54人 77人 37人 40人

(43.6%) (58.1%) (41.9%) (59.7%) (48.1%) (51.9%)

62人 29人 33人 42人 17人 25人

(20.3%) (46.8%) (53.2%) (67.7%) (40.5%) (59.5%)

194人 82人 112人 118人 40人 78人

(34.6%) (42.3%) (57.7%) (60.8%) (33.9%) (66.1%)

278人 138人 140人 163人 59人 104人

(25.3%) (49.6%) (50.4%) (58.6%) (36.2%) (63.8%)

157人 75人 82人 102人 38人 64人

(25.2%) (47.8%) (52.2%) (65.0%) (37.3%) (62.7%)

159人 87人 72人 99人 52人 47人

(27.5%) (54.7%) (45.3%) (62.3%) (52.5%) (47.5%)

173人 66人 107人 104人 29人 75人

(22.0%) (38.2%) (61.8%) (60.1%) (27.9%) (72.1%)

162人 48人 114人 100人 22人 78人

(16.7%) (29.6%) (70.4%) (61.7%) (22.0%) (78.0%)

242人 113人 129人 140人 51人 89人

(24.7%) (46.7%) (53.3%) (57.9%) (36.4%) (63.6%)

102人 45人 57人 64人 22人 42人

(29.0%) (44.1%) (55.9%) (62.7%) (34.4%) (65.6%)

623人 2か所
R7.4.1　36人
R8.4.1　32人

上里小
（岩槻区）

352人 1か所
R7.4.1　23人
R8.4.1　11人

道祖土小
（緑区）

972人 3か所
R7.4.1  90人
R8.4.1  85人

尾間木小
（緑区）

979人 2か所
R7.4.1  45人
R8.4.1  42人

－

学区内民設
入室児童数

R7

七里小
（見沼区）

305人 － －

与野本町小
（中央区）

560人 1か所
R7.4.1　21人
R8.4.1　22人

常盤小
（浦和区）

大谷場東小
（南区）

578人 1か所
R7.4.1　36人
R8.4.1　36人

中尾小
（緑区）

785人 1か所
R7.4.1　22人
R8.4.1　24人

1,097人 4か所
R7.4.1 113人
R8.4.1  97人

針ヶ谷小
（浦和区）

R7.4.1　47人
R8.4.1　43人

鈴谷小
（中央区）

562人 2か所
R7.4.1　33人
R8.4.1　38人

岸町小
（浦和区）

721人 1か所
R7.4.1　39人
R8.4.1　39人

開始
年度

学校
（所在区）

全児童数
①

登録児童数
②

(②／①)

利用児童数
⑤

(⑤／②)

学区内
民設クラブ

R6

栄小
（西区）

639人 1か所

新和小
（岩槻区）

296人 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全児童数は R8.4.6 時点、登録児童数は R8.4.1 時点、利用児童数は R8.4.30 時点の平日平均。 

 

４ 令和９年度の導入予定校（当初予算） 

 

 

 

 

 

 

５ 令和９年度の追加導入予定校（６月補正予算） 
 

学校 

（所在区） 
児童数 

公設入室 

児童数 

民設入室 

児童数 

待機児童 

見込数 

学区内民設クラブ 

 
保護者

会 

大宮別所小 

（北区） 
732人 － 178人 － 4か所 0か所 

辻小 

（南区） 
569人 91人 59人 14人 2か所 2か所 

城北小 

（岩槻区） 
675人 68人 33人 14人 1か所 0か所 

※1 児童数は R8.4.6 時点。入室児童数、クラブ数は R8.4.1 時点。 

※2 待機児童見込数は R7 年度に作成した需要推計を基に算出した R9.4.1 時点の想定。 

※3 大宮別所小は、民設放課後児童クラブの不承諾者が生じる見込みの学区。 

№ 区 学校 № 区 学校 № 区 学校 

１ 西 馬宮東小 ４ 桜 中島小 ６ 緑 美園小 

２ 見沼 春野小 ５ 南 辻南小 ７ 岩槻 東岩槻小 

３ 中央 大戸小 

17時まで
③

(③／②)

19時まで
④

(④／②)

17時まで
⑥

(⑥／⑤)

19時まで
⑦

(⑦／⑤)

127人 66人 61人 83人 40人 43人

(17.2%) (52.0%) (48.0%) (65.4%) (48.2%) (51.8%)

87人 39人 48人 57人 22人 35人

(11.6%) (44.8%) (55.2%) (65.5%) (38.6%) (61.4%)

134人 66人 68人 95人 42人 53人

(17.0%) (49.3%) (50.7%) (70.9%) (44.2%) (55.8%)

188人 72人 116人 130人 44人 86人

(30.1%) (38.3%) (61.7%) (69.1%) (33.8%) (66.2%)

87人 41人 46人 61人 26人 35人

(22.0%) (47.1%) (52.9%) (70.1%) (42.6%) (57.4%)

57人 28人 29人 40人 18人 22人

(27.5%) (49.1%) (50.9%) (70.2%) (45.0%) (55.0%)

135人 57人 78人 83人 29人 54人

(17.2%) (42.2%) (57.8%) (61.5%) (34.9%) (65.1%)

208人 59人 149人 184人 46人 138人

(23.2%) (28.4%) (71.6%) (88.5%) (25.0%) (75.0%)

106人 41人 65人 70人 21人 49人

(16.1%) (38.7%) (61.3%) (66.0%) (30.0%) (70.0%)

142人 60人 82人 88人 28人 60人

(15.8%) (42.3%) (57.7%) (62.0%) (31.8%) (68.2%)

173人 55人 118人 117人 28人 89人

(22.6%) (31.8%) (68.2%) (67.6%) (23.9%) (76.1%)

77人 32人 45人 52人 20人 32人

(17.8%) (41.6%) (58.4%) (67.5%) (38.5%) (61.5%)

R8

大門小
（緑区）

767人 1か所
R7.4.1　43人
R8.4.1　19人

西原小
（岩槻区）

432人 1か所
R7.4.1　21人
R8.4.1　18人

文蔵小
（南区）

660人 3か所
R7.4.1 119人
R8.4.1　93人

三室小
（緑区）

899人 2か所
R7.4.1 101人
R8.4.1　69人

786人 3か所
R7.4.1　97人
R8.4.1　98人

本太小
（浦和区）

898人 3か所
R7.4.1 168人
R8.4.1 123人

神田小
（桜区）

395人 1か所
R7.4.1  36人
R8.4.1  20人

大久保小
（桜区）

207人 － －

上木崎小
（浦和区）

790人 1か所
R7.4.1 159人
R8.4.1  47人

大和田小
（見沼区）

※R8.4.1開校
625人 － －

植竹小
（北区）

738人 2か所
R7.4.1 116人
R8.4.1 109人

芝川小
（大宮区）

747人 2か所
R7.4.1　80人
R8.4.1　78人

大砂土東小
（見沼区）

学区内民設
入室児童数

開始
年度

学校
（所在区）

全児童数
①

登録児童数
②

(②／①)

利用児童数
⑤

(⑤／②)

学区内
民設クラブ

※2 ※1 ※1 ※1 

※3 



 
放課後児童クラブの整備実績について 

 
 

１ 整備実績（令和７年４月２日～令和８年４月１日） 

 

⑴ 新設・分離 11クラブ 478人拡大 

 

№ クラブ名 小学校区 定員 

１ 宮原小学童保育の会なのはなクラブ 宮原小 48人 

２ 木崎オリオン 木崎小 44人 

３ 西浦和さくらっ子第４ 西浦和小 48人 

４ かたつむり学童クラブ指扇 指扇小 36人 

５ 指扇北ぴかぴか 指扇北小 48人 

６ 東小第四学童保育の会 大宮東小 42人 

７ えびっこ２ 海老沼小 48人 

８ しまっ子第５放課後児童クラブ 島小 48人 

９ キッズクラブよの西北 与野西北小 35人 

10 きっず＆はる第２学童クラブ 浦和別所小 36人 

11 キッズクラブ浦和みその北第８ 美園北小 45人 

 

⑵ 拡大移転 ４クラブ 55人拡大 

 

№ クラブ名 小学校区 
定員 

拡大前 拡大後 

１ 宮原小学童保育の会クローバークラブ 宮原小 40人 48人 

２ はる第３学童クラブ 沼影小 25人 34人 

３ はちみつ学童クラブ 大東小 25人 42人 

４ キッズクラブ浦和みその北第７ 美園北小 24人 45人 
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１　区別の推移（各年度４月１日時点）

　⑴　入室児童数

◆区別の入室児童数（単位：人）

令和７年度 令和８年度 増加数（令和７⇒８）

西 999 1,006 7

北 1,643 1,731 88

大宮 1,545 1,644 99

見沼 1,429 1,532 103

中央 918 982 64

桜 905 887 ▲18

浦和 2,109 2,245 136

南 1,944 2,010 66

緑 1,778 1,832 54

岩槻 809 782 ▲27

計 14,079 14,651 572

※入室児童数：公設クラブ入室児童数＋民設クラブ入室児童数＋居場所事業の区分２登録児童数

　⑵　待機児童数

◆区別の待機児童数（単位：人）

令和７年度 令和８年度 減少数（令和７⇒８）

西 24 23 ▲ 1

北 35 19 ▲ 16

大宮 0 0 0

見沼 0 8 8

中央 1 2 1

桜 49 24 ▲ 25

浦和 0 0 0

南 41 42 1

緑 31 13 ▲ 18

岩槻 15 6 ▲ 9

計 196 137 ▲ 59

放課後の居場所について

資料６



２　市内小学校区別放課後の居場所一覧表（令和８年４月１日時点）

（単位：クラブ数）

宮前 1 2 3 常盤 4 1 5

大宮西 1 3 4 上木崎 3 1 4

植水 2 2 仲町 1 5 6

馬宮東 1 1 2 北浦和 1 4 5

栄 1 1 2 木崎 1 4 5

指扇 5 5 本太 3 1 4

指扇北 7 7 針ヶ谷 2 1 3

馬宮西 1 1 大東 1 2 3

8 5 20 1 26 高砂 1 4 5

宮原 1 4 5 岸町 1 1 2

泰平 1 3 4 仲本 7 7

大砂土 1 6 7 常盤北 1 1

日進 4 4 12 5 40 5 50

日進北 3 3 谷田 1 1 2

大宮別所 4 4 大谷場 1 3 4

植竹 2 1 3 南浦和 1 3 4

東大成 2 2 沼影 1 6 7

つばさ 6 6 辻 1 2 3

9 3 34 1 38 善前 1 2 3

三橋 1 5 6 文蔵 3 1 4

大宮 1 3 4 大谷口 1 2 3

芝川 2 1 3 浦和別所 1 1 2

大宮東 5 5 大谷場東 1 1 2

桜木 4 4 浦和大里 1 7 8

大宮北 2 2 向 4 4

大宮南 7 7 辻南 2 2

大成 6 6 13 9 37 2 48

上小 3 3 三室 2 1 3

9 2 37 1 40 中尾 1 1 2

七里 1 1 原山 1 2 3

海老沼 1 2 3 大牧 1 2 3

春野 1 2 3 大門 1 1 2

春岡 4 4 道祖土 3 1 4

島 1 5 6 尾間木 2 1 3

見沼 3 3 芝原 3 3

片柳 3 3 野田 1 1

大砂土東 1 1 2 美園 5 5

蓮沼 5 5 美園北 12 12

大谷 3 3 11 3 33 5 41

東宮下 1 1 城北 1 1 2

大和田 1 1 太田 1 2 3

12 4 28 3 35 西原 1 1 2

与野八幡 1 1 2 城南 1 1 2

鈴谷 2 1 3 岩槻 1 1 2

大戸 1 1 2 慈恩寺 1 1

与野本町 1 1 2 東岩槻 1 1

与野西北 1 2 3 上里 1 1 2

下落合 1 5 6 和土 1 1

上落合 1 3 4 徳力 1 1

与野南 1 1 柏崎 1 1

8 6 15 2 23 新和 1 1

西浦和 1 4 5 川通 1 1

大久保東 1 1 2 河合 1 1

土合 1 2 3 14 9 9 3 21

栄和 1 3 4

田島 1 1 2

新開 1 1 2

神田 1 1 2

中島 1 1 2

大久保 1 1

9 7 14 2 23

桜

緑

南

 岩槻

合計

 大宮

 中央

 見沼

計

西

居場所
事業

北

小学校区 公設 民設

 浦和

3452526753

小学校区 公設 民設
居場所
事業

計

計居場所
事業

民設公設



 

 

放課後児童支援員等研修について 

 

１ 放課後児童支援員等研修実績（令和７年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 放課後児童支援員認定資格研修 修了者（令和７年度） 
 

 

 

 

 

資料７ 

月 修了者数（人）

7月 63
8月（オンデマンド） 29

11月 78
1月 1

2月（オンデマンド） 51

合計 222

№ 研修名
参加人数

（参加クラブ数）

1
第１回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（新人支援員研修）

56
(49)

2
第２回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（中期・リーダー研修）

129
（109）

3
第３回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（安全・衛生研修）

258
（173）

第４回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（児童理解研修）

155
（99）

第４回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（児童理解研修）

124
（77）

5
第５回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（事例検討）

140
（135）

6
第６回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（新人支援員等研修②）

42
（40）

7
第７回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（虐待防止研修）

223
（144）

8
第８回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（公民合同研修）

238
（150）

4

講義：9:30～11:40
　➀演題：「児童虐待の早期発見（気づき）とその対応」
　　講師：さいたま市北部児童相談所　家庭支援第３係　係長　花立　宗幸　氏
　➁演題：「職員による不適切な対応の根絶に向けて」　
　　講師：さいたま市教育委員会　教職員人事課　係長　岸　智絵　氏

11月6日

講義：9:30～11:40
　➀演題：「防災・防火の基礎知識と災害時の対応」
　　講師：さいたま市消防局予防部予防課　課長補佐　白石　貞弘　氏　他１名
　➁演題：「災害時と緊急時に備える食物アレルギー対応と衛生管理」
　　講師：さいたま市子ども未来局子育て未来部保育課　主査　　福島　雅子　氏

7月10日

講義：9:30～11：40
　演題：「気になるこの行動の背景から支援を考えよう 」
　講師：さいたま市立さくら草特別支援学校　
　　　　特別支援教育コーディネーター　中原　みゆき　氏

5月8日

講義：9:30～11：40
　演題：「特別な支援を要する児童の理解と支援 」
　講師：さいたま市立さくら草特別支援学校　
　　　　特別支援教育コーディネーター　中原　みゆき　氏

9月25日

講義：9:30～11：40
　演題：「特別な支援を要する児童の理解と支援 」
　講師：さいたま市立さくら草特別支援学校　
　　　　特別支援教育コーディネーター　中原　みゆき　氏

10月2日

5月22日

9月18日

講義：9:30～11:45
　演題：「職場でのチームワークづくり」について
　講師：さいたま市立大宮小学校　校長　辻󠄀　美由紀　氏

内容・講師

講義Ⅰ　9:40～10:30
　演題：「さいたま市の放課後児童健全育成事業について」　
　　　　「放課後児童クラブにおけるコンプライアンス」
　講師：放課後児童課　
　
講義Ⅱ　10:40～11:40
　演題：「長く働き続けて」　～大事にしてきたこと～
　講師：指扇星の子　赤城　恵子　氏

10月23日

講義Ⅰ　9:40～10:30
　演題：「さいたま市の放課後児童健全育成事業について」　
　　　　「放課後児童クラブにおけるコンプライアンス」
　　　　「特別な支援が必要な児童の支援について」
　講師：放課後児童課　
　
講義Ⅱ　10:40～11:40
　演題：講話「支援員の一人として大切にしていること」　
　講師：本太学童クラブ光　村嶋　翔子　氏

開催日時

1月15日
講義：9:30～11：40
　演題：「現在の子どもをとりまく環境とその支援」
　講師：横浜市立大学　　名誉教授　中西　新太郎　氏



 

 

 

３ 放課後児童支援員認定資格研修講義一覧（令和７年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

４ 放課後児童支援員等研修計画（令和８年度） 

 

 

 

 

  

№ № 研修内容

1 9 子どもの遊びの理解と支援

2 10 障害のある子どもの育成支援

3 11 保護者との連携・協力と相談支援

4 12 学校・地域との連携

5 13 子どもの生活面における対応

6 14 安全対策・緊急時対応

7 15 放課後児童支援員の仕事内容

8 16 放課後児童クラブの運営管理と運営主体の法令の遵守

放課後児童健全育成事業の一般原則と権利擁護

放課後児童健全育成事業の目的及び制度内容

子どもの発達理解

障害のある子どもの理解

研修内容

児童期（６歳～12 歳）の生活と発達

特に配慮を必要とする子どもの理解

放課後児童クラブに通う子どもの育成支援

子ども家庭福祉施策と放課後児童クラブ

№ 研修名

1
第１回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（新人支援員研修）

2
第２回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（中期・リーダー研修）

3
第３回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（安全・衛生研修）

第４回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（児童理解研修）

第４回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（児童理解研修）

5
第５回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（事例検討）

6
第６回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（新人支援員等研修②）

7
第７回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（虐待防止研修）

8
第８回放課後児童クラブ
支援員等研修会
（公民合同研修）

1月21日

10月15日

11月5日

内容・講師

5月14日

　内容：（講義・事例検討）保護者との連携の在り方と障害の特性を踏まえた支援の在り方
　講師：外部講師

6月4日

7月9日

4

10月8日

　内容：放課後児童クラブにおける虐待防止について
　講師：未定

　内容：放課後児童クラブにおける育成支援の課題
　講師：未定

10月1日
　内容：（講義・事例検討）保護者との連携の在り方と障害の特性を踏まえた支援の在り方
　講師：外部講師

　内容：（講義・事例検討）保護者との連携の在り方と障害の特性を踏まえた支援の在り方
　講師：外部講師

開催日時

講義：9:40～11:40
　演題：「報告・連絡・相談体制の充実について　～保護者理解・保護者対応を念頭に～」
　講師：さいたま市教育委員会　生徒指導課　係長　北野　邦旭　氏

　5月14日の第1回と同様の内容

講義Ⅰ　9:40～10:20
　演題：「さいたま市の放課後児童健全育成事業について」　
　　　　「放課後児童クラブにおけるコンプライアンスについて」
　講師：放課後児童課　
　
講義Ⅱ　10:30～11:40
　演題：「長く働き続けて　～大事にしてきたこと～」
　講師：指扇星の子　赤城　恵子　氏

講義：9:30～11:40（予定）
　➀演題：（仮題）「防災・防火の基礎知識と災害時の対応」
　　講師：さいたま市 消防局 予防部 予防課　係長　松井　康祐　氏

　②演題：（仮題）「食物アレルギー対応と衛生管理」
　　講師：さいたま市 子ども未来局 子育て未来部 保育課　主査　福島　雅子　氏

9月17日



 

 

巡回訪問及び巡回保育相談について 

 

１ 巡回訪問の実績（令和７年度） 
 

 ⑴ 概要 

   各民設放課後児童クラブを訪問し、育成支援等の状況把握と適切な助言・指導を実施。 

 ⑵ 実施期間 

   令和７年６月９日～12月 15日 

 ⑶ 訪問クラブ数 

   264クラブ（全民設放課後児童クラブ） 

 

２ 巡回保育相談の実績（令和７年度） 

 ⑴ 概要 

   障害のある児童や特別な配慮が必要な児童の育成支援を行うクラブからの相談に対応する

ため、専門知識や実務経験を備えた職員やアドバイザーによる巡回保育相談を実施。 

 ⑵ 実績 

  ア 相談依頼クラブ数：15クラブ 

  イ 実施回数    ：34回 

  ウ 対象児童数   ：23名 

 

３ 巡回訪問の記録 

⑴ 【北区】キッズスペースつばさ、（つばさ小学区） 令和７年６月１８日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８ 

小学校内に所在するクラブです。室内が整理整頓されており、コミックも順番に合わせて並ん

でいました。クラブ室の壁には児童が作成した作品も掲示され、のびのびとした雰囲気が感じら

れました。 



 

 

⑵ 【桜区】西浦和さくらっ子第１、第３（西浦和小学区） 令和 7年８月２２日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 【西区】キッズクラブまみや西（馬宮西小学校区） 令和 7年８月２１日 

 

 

 

空き店舗に所在するクラブです。訪問当日は、2クラブ合同で夏祭りを実施していました。外

遊びが難しい暑い夏の中でも、室内で楽しめるイベントに児童たちは大いに盛り上がっていま

した。 

 

学校の余裕教室に所在するクラブです。入室児童数に対し、クラブ室内の面積が十分に確保さ

れているため、児童たちもゆったりと過ごしていました。 

 



 

 

チャレンジスクール推進事業は、土曜日や放課後等に学校の教室等を活用して、より多くのより

幅広い層の地域住民、団体等の参画を得て、地域と学校が連携・協働して、子どもたちの自主的な

学習やスポーツ、文化活動、地域住民との交流活動等の多様な活動を実施することにより、地域社

会の中で、子どもたちを心豊かで健やかにはぐくむことを目的として実施しています。 

 土曜チャレンジスクール 放課後チャレンジスクール 

事 業 内 容 

子どもたちに学ぶ楽しさを教え、基礎学力

の向上や学習習慣の定着を図るため、土曜

日等に子どもたちの自主的な学習や体験

活動等を実施する。 

子どもたちの社会性、自主性、創造性等の

豊かな人間性をはぐくむため、放課後等に

子どもたちのスポーツ、文化活動、地域住

民との交流活動等を実施する。 

対 象 者 全児童生徒（市立全小・中学校） 全児童（市立全小学校） 

活 動 日 土曜日 月２回程度  放課後 週１回～ 

活 動 時 間 ９時～１２時 放課後～１７時 

活 動 場 所 教室、特別教室等 体育館、校庭、特別教室等 

活 動 内 容 自主学習、英検対策等 
スポーツ、ボール遊び、レクリエーション、 

体験活動、工作、宿題等 

ス タ ッ フ 

・教室コーディネーター（各チャレンジスクールの中心的な役割を担う） 

・学習アドバイザー（子どもたちの学習を支援する） 

・安全管理員（子どもたちの安全を管理する) 

参 加 料 無料（保険料、材料費等は受益者負担） 

問 合 せ 
教育委員会生涯学習部生涯学習振興課家庭地域連携係 

Tel：048‐829‐1703  Fax：048‐829‐1989  

 

 

チャレンジスクール推進事業の概要について 

各チャレンジスクール組織図 

 

土曜チャレンジスクール 

実 行 委 員 会 

放課後チャレンジスクール 

A0016668
スタンプ



資料10

１ 放課後チャレンジスクール実施校と放課後児童クラブとの連携状況について

103 104 95 96 100 103 104 103

2,638 2,424 984 1,315 2,025 2,093 2,042 1,923

（平均25.6） （平均23.3） （平均9.5） （平均12.6） （平均19.5） （平均20.3） （平均19.6） （平均18.7）

119,643 107,661 31,415 37,019 55,988 63,220 63,240 59,541

（平均45.4） （平均44.4） （平均31.9） （平均28.2） （平均27.6） （平均30.2） （平均31.0） （平均31.0）

61 62 54 60 65 69 70 71

２ 令和７年度放課後チャレンジスクール実施状況等について

（１） 令和７年度における放課後チャレンジスクールの実施状況

放・土ともに
未実施

土チャレ
のみ実施

0校 1校

（２） 令和７年度における放課後チャレンジスクール実施回数・延べ参加児童数

実施回数

延べ参加
児童数

３ 令和７年度運営会議・企画会議・研修会実績（土曜・放課後共通）

 【運営会議】 対象者：教室コーディネーター ※事務局を除く

回 参加人数

第1回 92名

第2回
ブロック会

議
110名

第3回 －

令和７年度

合計

1,923回

59,541人

実施箇所数(校)

実施回数(回)
(平均 回/校)

104校 1校

未実施

延べ参加児童生徒数(人)
(平均 人/回)

放課後児童クラブとの連携
（校内交流型　これまでの一体型）

市立小学校 実施箇所数

103校

放課後チャレンジスクール実施状況について

年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和５年度令和３年度 令和６年度令和４年度

開催日 会議内容

4月25日

１　令和７年度チャレンジスクール推進事業について
２　令和７年度チャレンジスクール運営会議会長及び副会長の選出について
３　事務連絡
　⑴　「チャレンジスクール“ふれ愛”体験講座等　講師リスト」について
　⑵　学習活動・体験活動に係る情報提供
　⑶　さいたま市チャレンジスクール提供プログラムについて
　⑷　令和７年度チャレンジスクール事務手続きの手引きについて

＜小学校＞
10月14、15、17、20日

＜中学校＞
10月21、23日

※地域ごとに実施

１　学習活動・体験活動に係る情報提供
　⑴　景観教室について（都市計画課）
２　生涯学習振興課からの連絡
　⑴　放課後子ども居場所事業とチャレンジスクールの連携について
３　協議
　⑴　活動内容や各校の様子に関する情報交換
　⑵　スタッフの確保(大学生スタッフや卒業生、保護者等）
４　チャレンジスクール支援事務局からの事務連絡

書面会議
1月発送

送付資料
１　令和８年度チャレンジスクール推進事業に係る配当予算について
２　令和８年度経費見積書
３　カゴメ『野菜、大好き！！おいしい！野菜チャレンジ２０２６』につい
て（小学校対象）

４～６月

434回

16,248人

７～９月

384回

11,504人

10～12月

629回

18,275人

１～３月

476回

13,514人



 【企画会議】 対象者：企画委員（各区代表教室コーディネーター） ※事務局を除く

回 参加人数

第1回 9名

第2回 9名

第3回 －

第4回 8名

 【研修会】 対象者：ボランティアスタッフ ※事務局を除く

回 参加人数

第1回 30名

81名

21名

第3回 93名

第4回 98名

3月11日

１　第４回研修会概要報告
２　令和８年度チャレンジスクールに係る様式について
３　令和８年度チャレンジスクール推進事業実施計画等について
４　協議
　⑴　チャレンジスクールの活動報告等に係る年度当初の説明について
　⑵　令和８年度第１回チャレンジスクール運営会議について

5月20日

１　議題：令和７年度チャレンジスクールの運営について
　⑴　第２回運営会議の開催内容について
　⑵　第２回研修会における企業からのプログラム紹介について
２　その他（事務連絡）

11月5日
内容：『あと伸びする子の家庭の習慣』
講師：花まる学習会　相澤　樹

5月15日
内容：普通救命講習（ＡＥＤを用いた応急手当）
講師：さいたま市消防局救急課普及係

書面会議
11月発送

送付資料
１　令和７年度第２回運営会議（ブロック会議）の概要報告等
２　令和８年度チャレンジスクール推進事業に係る配当予算について
３　令和８年度経費見積書
４　令和７年度第３回チャレンジスクール企画会議（書面会議）回答票

1月22日
講義：『子どもの安心を広げるコミュニケーション』
講師：ＮＰＯ法人子育て応援隊むぎぐみ 副理事長 喜多見 学

開催日 研修内容

開催日 会議内容

8月20日

１　報告等
　⑴　第２回研修会概要報告
　⑵　第３回研修会概要案
２　令和７年度第２回運営会議（ブロック会議）の協議題について
３　その他（事務連絡）

第2回

＜小学校＞
7月1日
7月2日

内容：『子どもが興味がわくプログラム』
・支援事務局提供のプログラムについて、実演を交えて紹介
・企業・団体等が提供するプログラムの紹介
・参加者の意見交換
講師：チャレンジスクール支援事務局　スタッフ

＜中学校＞
7月3日

内容：『子どもが興味がわくプログラム』
・支援事務局提供のプログラムについて、実演を交えて紹介
・企業・団体等が提供するプログラムの紹介
・参加者の意見交換
講師：チャレンジスクール支援事務局　スタッフ



令和７年度 放課後チャレンジスクール訪問記録 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年７月７日  川通小                    令和７年７月 14日 新開小 

手話教室                     畑の観察 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月 22日 尾間木小            令和７年 10月６日 上里小 

マジックの体験                   太鼓教室 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 10月 20日 与野西北小            令和７年 11月６日 日進小 

ボッチャの体験                                   コープみらいによる紙漉きハガキ作り体験 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 11月 27日 高砂小             令和７年 12月１日 三橋小 

自主学習の時間                   図書ボランティアによる読み聞かせ 
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